
青年海外協力隊・JICA

スペイン語で「ホンジュラスでの生活」という意味です。
土屋晶子さんは平成18年６月から青年海外協力隊隊員として、中米のホンジュラス共和国で活動しています。

La vida de HONDURAS 土屋晶子さんからのお便り
Vol.09

　ホンジュラスのある中米には、
かつて「マヤ」と呼ばれる文明が存
在していました。それはいまから
遡ること約1500年以上前、日本
でいえば古墳時代から平安時代に
あたる時期に最も栄えた文明です。
マヤ文明の特徴としては、極めて
正確な暦をもっていたこと、漢字
に近いシステムを持つマヤ象形文
字を使用していたこと、石造ピラ
ミッドなどを建造していた都市文
明であったことなどが有名です。
また地域全体を統一した王朝はな
く、多いときには60～70の王国
が各地に存在していました。これ
は日本の戦国時代が常に続いてい
たイメージともいえます。
　そのかつての王国のひとつがホ
ンジュラスにもあります。それは

コパンとよばれる世界遺産にも登
録されている遺跡です。マヤ文明
の中でも非常に重要な遺跡である
と同時に、海外からの観光客も多
数訪れるホンジュラス有数の観光
地でもあります。コパン以外にも
国内には多くの遺跡がありますが、
一般に「遺跡＝保存すべき」という
認識が低いために、道路工事や農
作業などに伴う人為的破壊も抑え
きれないのが現状です。こうした
ことは日本でも起きていますが、
ホンジュラスでは考古学者の数が
少ないために破壊を防ぐための調
査があまり実施できていないこと
や、法整備が行き渡っていない点
が問題です。こうした文化財保護
の問題に対して日本が協力してい
くことも国際協力のひとつになり

ます。
　私はホンジュラスの文化・歴史
の調査や保護を担う、日本の文化
庁にあたる機関に所属しています。
通常の仕事は、破壊の危険がある
遺跡の調査や、発掘された土器な
どの分析になりますが、その他、
遺跡の周辺に住んでいるマヤ民族
などの人々に対する文化振興も
行っています。自文化を良く知り、
誇りを持つことによって、自分た
ちの手で守ろうと意識するように
なることが、ひいては文化財の保
護にもつながるからです。また現
在では、文化財を単に保護するだ
けではなく、観光などにも上手に
活用していく方法を考えながら幅
広く活動をしています。

今回は、私の同期で考古学隊員の佐々木毅さんに、
マヤ文明とホンジュラスでの考古学の仕事についてお話していただきました。

¡Hola todos!　¿Cómo están?　こんにちは、みなさん！お元気ですか？

「マヤ文明の遺跡」道路工事で破壊！

コパン遺跡の「球技場」 マヤ女性たちに対する文化講習会
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叫
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台
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９
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災
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に
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回
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除
雪
費
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額
な
ど
、
町
民
の
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ま
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を
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災
害
な
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予
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平
成
18
年
度
の
改
正
で
、
介
護
保
険
制
度
は

「
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
」が
行
わ
れ
、

介
護
を
必
要
と
し
な
い
高
齢
者
に
対
し
て「
介

護
予
防
事
業
」が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
自
立
し
た
生
活
を
で
き
る
だ
け
長
く
続

け
る
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
の
事
業
に
は
、
介
護

保
険
料
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
町
は
２
つ
の
介
護
予
防
事
業
を
行

い
、
多
く
の
方
に
楽
し
く
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
意
見
や
反

省
を
ふ
ま
え
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
積
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
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60
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、

介
護
を
予
防
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
た
め
の

教
室
で
す
。
昨
年
度
は
10
月
か
ら
半
年
間
、
毎

月
２
回
開
催
し
、
毎
回
約
60
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
会
場
を
エ
コ
ー
ル
み
よ
た

に
移
し
、
要
望
が
多
か
っ
た「
運
動
」と「
認
知

症
の
予
防
」に
重
点
を
置
い
て
４
月
か
ら
実
施

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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生
活
機
能
に
低
下
が
み
ら
れ
、
将
来
介
護
が

必
要
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
町
が
認
定
し
た

「
特
定
高
齢
者
」を
対
象
に
、
運
動
を
中
心
と
し

た
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
約
60
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け

て
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
姿
勢
が
よ
く
な
る
、

歩
行
速
度
が
あ
が
る
な
ど
の
効
果
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
新
し
く
始
ま
る「
特
定
健

診
」と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
多
く
の

方
に
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

楽しく介護予防をしましょう
（Ｈ19年度介護予防教室）

（17） みよた広報 やまゆり4月号


